
数学 2 三角関数 No.1 解答

1 [三角関数を含む方程式] kを実数とする。µについての方程式 2cosµ+3sinµ = kが 0 < µ < ¼の範
囲に異なる 2つの解をもつような kの範囲を求めなさい。

C (三角関数の合成を使った解法)
2cosµ+3sinµ= kの左辺を合成すると，
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ただし，0< ® < ¼
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また，0< µ < ¼より，
® < µ+® < ®+¼ ÝÝ 2

1，2より，解 µは，右の図の半円の弧 Cと，直線 l : y = k
の共有点に対応する。図形的に考えて，Cと lが異なる 2個の共
有点をもつような kの範囲を求めると，
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G (合成を使わない方法)
2cosµ+3sinµ= kで，x= cosµ，y= sinµとおくと，
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また，sin2µ+cos2µ= 1，0< µ < ¼より，
x2+y2 = 1 (y > 0) ÝÝ 2

1が表す直線を l，2が表す半円の弧を Cとする。Cと lが異

なる 2個の共有点をもつような lの y切片 k
3
の範囲を求める。

右の図で，4AOP，4OHQは，いずれも 3辺の比が 2 : 3 :
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の直角三角形であることを考えると，
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(直線 l1 の y切片)
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よって，求める範囲は，
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R 2つの解法は図形的にはほとんど同じである。


